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新しい議会の構成決まる！
　　～新体制のもと各議案を審議しました～

❷❸

❽～11

広域ごみ処理施設対策特別委員会及び
地方創生総合戦略策定等調査検討特別
委員会が中間報告を行いました
第2回臨時会を開催しました

一般質問で市政を問う！
　～１３人の議員が市政全般に対して質問しました～

❻～❼各委員会審査の概要を報告します
　～本会議で質疑を行った後、各委員会で詳細に議論しました～

❷決算特別委員会を設置しました

❹

2015

第２回臨時会の日程　８月11日～８月12日（２日間）
８月11日　　　開会、市長の提案理由の説明
　　　　　　　質疑

　　12日　　　質疑、委員会審査、委員長報告
　　　　　　　討論採決、諸報告、閉会
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9月定例会
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９月定例会の日程　９月10日～９月29日（20日間）
９月10日　　　開会、市長の提案理由の説明
　　　　　　　諸報告

　　11日　　　正副議長の選挙、各委員の選任等

　　14～16日　質疑

　　17・18日　一般質問

　　24・25日　委員会審査

　　28日　　　委員会審査

　　29日　　　委員長報告、討論採決
　　　　　　　決算認定質疑、閉会

12～16



各 委 員 会 等 名 簿 ◎委員長　○副委員長

◎砂川　辰義
　横山　義夫
　大塚　好子
◎迫川　高行
　入江　正人
◎入江　正人
　石﨑　　徹
　坂辺　勝彦
◎北野　誠一郎
　島津　明香
　井奥　雅樹
◎島津　明香
　横山　義夫
　大塚　好子
　砂川　辰義（公明党）
　横山　義夫（民主クラブ）
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編集委員会

会派代表者

○北畑　徹也
　北野　誠一郎

○坂辺　勝彦
　川端　宏明
○横山　義夫
　藤森　　誠

○川端　宏明
　生嶋　洋一
　大塚　好子
○川端　宏明
　鈴木　利信

鷹尾　治久（明風会）
鈴木　利信（未来ネット）

　鷹尾　治久
　池本　　晃

　石﨑　　徹
　井奥　雅樹
　迫川　高行
　木谷　勝郎

　森　　秀樹
　福元　　昇

　森　　秀樹
　井奥　雅樹

生嶋　洋一（新政会）
大塚　好子（日本共産党）
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議　　長　今竹　大祐
（市議当選　８回）

副 議 長　福元　　昇
（市議当選　４回）

監査委員　藤森　　誠
（市議当選　３回）
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総　務総　務

文教厚生文教厚生

建設環境経済建設環境経済

常 任 委 員 会 名 簿 ◎委員長　○副委員長

◎鷹尾　治久
（明風会）

○藤森　　誠
（新政会）

砂川　辰義
（公明党）

今竹　大祐
（新政会）

坂辺　勝彦
（日本共産党）

福元　　昇
（民主クラブ）

鈴木　利信
（未来ネット）

◎迫川　高行
（公明党）

○島津　明香
（明風会）

木谷　勝郎
（未来ネット）

井奥　雅樹
（緑の党 グリーンズジャパン）

大塚　好子
（日本共産党）

池本　　晃
（新政会）

北畑　徹也
（新政会）

◎川端　宏明
（新政会）

○森　　秀樹
（公明党）

石﨑　　徹
（明風会）

横山　義夫
（民主クラブ）

北野　誠一郎
（未来ネット）

入江　正人
（新政会）

生嶋　洋一
（新政会）

新しい議会の構成決まる
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議 会 選 出 各 種 委 員 会 委 員 名 簿

訴えの提起について
損害賠償の額を定めることについて

高砂市手数料条例の一部を改正する条例

高砂市立幼保連携型認定こども園条例

高砂市保育所条例の一部を改正する条例

高砂市市営住宅条例の一部を改正する条例
高砂市下水道事業に地方公営企業法の規定の全部を
適用する条例
高砂市水道事業及び工業用水道事業の設置等に関す
る条例の一部を改正する条例

高砂市下水道条例等の一部を改正する等の条例

市有土地に無断で設置する通路橋の撤去を求めるもの
消火活動中に発生した事故に伴う損害賠償の額を定めるもの
行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律
に規定する通知カード及び個人番号カードの再交付に係る手数料を定める
もの
就学前の子どもに関する教育、保育等の総合的な提供の推進に関する法律
第12条の規定に基づき、幼保連携型認定こども園を設置するもの
高砂市立幼保連携型認定こども園条例の制定に伴う必要な改正を行うとと
もに、入所の制限等について必要な見直しを行うもの
中筋住宅の設置戸数の変更に伴うもの

下水道事業に地方公営企業法の規定の全部を適用するもの

下水道事業に地方公営企業法の全部を適用することに伴い、その経営の基
本、上下水道事業管理者の設置等を定めるもの
下水道事業に地方公営企業法の全部を適用すること及び上下水道事業管理
者を設置することに伴い、必要な改正を行うもの

●可決した議案
議　案　名 内　　　容

第６回平成27年度高砂市一般会計補正予算 歳入歳出予算の総額に696万３千円を追加し、補正後の歳入歳出予算の総
額は、325億5974万８千円とする

●可決した補正予算
議　案　名 内　　　容

議 会 推 薦 農 業 委 員 会 委 員
高 砂 市 交 通 安 全 対 策 会 議 委 員
環 境 保 全 協 議 会 委 員
東 播 臨 海 救 急 医 療 協 会 評 議 員
加古川歯科保健センター運営協議会委員
東 播 磨 農 業 共 済 事 務 組 合 議 会 議 員
高 砂 市 社 会 教 育 委 員
国 民 健 康 保 険 運 営 協 議 会 委 員
民 生 委 員 推 薦 会 委 員

高 砂 市 都 市 計 画 審 議 会 委 員

高 砂 西 港 再 整 備 推 進 協 議 会 委 員

池野　　勤
今竹　大祐
川端　宏明
迫川　高行
迫川　高行
木谷　勝郎
坂辺　勝彦
島津　明香
入江　正人
迫川　高行
横山　義夫
川端　宏明
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中森　　均

森　　秀樹

北畑　徹也

大塚　好子
鈴木　利信
藤森　　誠
北野　誠一郎

石堂　良信

生嶋　洋一

委　　　　員人数役　　職　　名

（第２回臨時会）議案概要・委員会審査の概要報告

総務常任委員会
　高砂児童学園にかかわる人件費と補正後の予算総額について審査しました。

文教厚生常任委員会
　高砂児童学園における虐待事案検証報告書を委員会資料として提出を求め審議しました。この中で、本会議でも
議論となった加害者の特定に関しては、市長の出席を求め、「このまま不透明なままで置いておくわけにはいかな
い。懲戒審査委員会の場で、加害者の特定をしていく。疑わしい事案についても審査を行う事が出来るものと考え
ている。」との答弁があり、またその結果についても議会に報告したいとの市長答弁を得ました。
　また、委員会として担当部長が調査とは別に、当事者としっかりと向き合っていくこと、個別ケース会議や応援
チームの意見を取り入れて対応していくことを確認して、今後も継続的に報告を求めていくことで了承しました。

（９月定例会）議 案 概 要
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第７回平成27年度高砂市一般会計補正予算

第２回平成27年度高砂市国民健康保険事業特別会計
補正予算
第２回平成27年度高砂市下水道事業特別会計補正予
算
第２回平成27年度高砂市後期高齢者医療事業特別会
計補正予算
第３回平成27年度高砂市介護保険事業特別会計補正
予算
第２回平成27年度高砂市広域ごみ処理事業特別会計
補正予算

第２回平成27年度高砂市水道事業会計補正予算

第２回平成27年度高砂市工業用水道事業会計補正予
算

第２回平成27年度高砂市病院事業会計補正予算

歳入歳出予算の総額に12億8350万９千円を追加し、補正後の歳入歳出予算
の総額は、338億4325万７千円とする
歳入歳出予算の総額に１億6366万１千円を追加し、補正後の歳入歳出予算
の総額は、121億2490万２千円とする
歳入歳出予算の総額に983万円を減額し、補正後の歳入歳出予算の総額は、
70億776万１千円とする
歳入歳出予算の総額に376万２千円を減額し、補正後の歳入歳出予算の総
額は、10億1599万５千円とする
歳入歳出予算の総額に8961万９千円を追加し、補正後の歳入歳出予算の総
額は、68億708万７千円とする
歳入歳出予算の総額に555万１千円を減額し、補正後の歳入歳出予算の総
額は、２億1035万７千円とする
支出総額に4113万６千円を追加し、補正後の支出総額を29億2780万２千円
とする
支出総額に596万５千円を減額し、補正後の支出総額を２億5075万４千円
とする
収益的収入で病院事業収益を536万３千円追加し、58億1639万９千円とす
る

●可決した補正予算
議　案　名 内　　　容

広報広聴事業

地域情報共有促進事業

体育施設整備事業

戸籍住民基本台帳事務事業

子ども・子育て支援事業

ため池改修事業
橋りょう新設改良事業

高砂みなとまちづくり推進事業

高砂分署旧庁舎保存改修事業

各公民館整備事業

図書館運営管理事業

市ホームページの改修、広報用パンフレット及びポスター等のシティプロ
モーションに要する経費
地域やコミュニティ活動などに関する情報の提供を拡充させるため、自治
会における掲示板の設置に対して助成する経費
総合運動公園内に設置している相撲場の屋根を補修するための工事請負費
等
マイナンバー制度導入に伴い、個人番号の通知カードおよび個人番号カー
ドの交付等に要する経費
就学前児童などの子どもたちに市内各地域に伝わる民話の絵本を読み聞か
せることで、住んでいる町の歴史や文化を伝承し、郷土愛を育むため、民
話を絵本化する経費
ため池の雨水貯留機能を高めるために洪水吐越流部の切欠きを行う
谷川橋の補修に要する工事請負費
堀川周辺地区拠点整備として、寄附に伴う工楽邸の調査及び周辺も含めた
整備・活用計画の策定に要する経費
高砂分署旧庁舎を昭和10年の建築当時に復元するなどの改修設計委託が完
了したことから、この保存改修に要する工事請負費等
曽根公民館の高圧ケーブル等を改修するための工事請負費
新図書館を活動拠点として、播磨及び高砂の歴史、文化、ゆかりの人物、
産業、観光等に関する情報を収集し、高砂の歴史及び文化の振興、啓発を
推進するため、高砂市立図書館名誉館長を配置するもの

●実施される主な事業
事　業　名 内　　　容

高砂市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業
の利用者負担に関する条例の一部を改正する条例

高砂市立幼稚園保育料徴収条例を廃止する条例

高砂市立学校条例の一部を改正する条例

高砂市立図書館条例の一部を改正する条例

従来別に条例で定めていた高砂市立幼稚園に係る利用者負担額を定めると
ともに、平成28年度及び平成29年度における高砂市立幼稚園又は高砂市立
幼保連携型認定こども園に係る利用者負担額について特例を設けるもの
高砂市立幼稚園の保育料を、高砂市特定教育・保育施設及び特定地域型保
育事業の利用者負担に関する条例で定める利用者負担額へ移行することに
伴い、高砂市立幼稚園保育料徴収条例を廃止するもの
高砂市立幼稚園保育料徴収条例の廃止及び高砂市立幼保連携型認定こども
園条例の制定に伴い、必要な改正を行うもの
高砂市立図書館の新図書館が開館することに伴い、新図書館の位置、新図
書館が行う業務等について、必要な改正を行うもの

所得税法第56条の廃止を求める請願書
「戦争立法」に反対し、憲法９条を守り生かすことを求める請願
災害ボランティア割引制度に関する意見書提出を求める請願
外国人の扶養控除制度の見直しを求める意見書の採択を求める陳情
安全保障関連２法案の廃案を求める意見書採択についての陳情書

賛成少数で不採択
賛成少数で不採択
全会一致で採択
賛成者なしで不採択
賛成少数で不採択

●請願及び陳情
議　案　名 審議結果

２市２町広域ごみ処理施設建設に関する陳情
教育センター跡地利用に関する陳情

全会一致でなお継続
賛成多数でなお継続

【継続審査中のもの】
議　案　名 審議結果
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●損害賠償の額を定めることについて（概要：消火活動中に出火建物隣地の門扉を損傷したことに対する損害賠償
について）
当日の消火活動状況、現在の高砂市の損害賠償に関する保険適用範囲、今般の賠償のあり方等について確認し、
審査を行いました。

【補正予算：第７回　平成27年度高砂市一般会計補正予算】
[歳出の主な審査項目]
●昭和10年建築の消防高砂分署旧庁舎の保存改修（補正額：約5300万円）については、現地視察の上で、改修仕様
を確認し、審査を行いました。また、管理活用方法や今後の所管部署に関しては今年度末までに決定することを
確認しております。
●人件費、高砂市の魅力を発信するプロモーション事業等についても審査しました。
[歳入]
●土地売払収入（２か所）について、その妥当性等を検証し審査を行いました。
●県・国の補助金等について審査を行いました。

【請願・陳情】
●所得税法第56条の廃止を求める請願書
請願の趣旨は、青色申告により実現できるという意見が多数を占め不採択としました。
●「戦争立法」に反対し、憲法９条を守り生かすことを求める請願
「憲法違反という判断は最高裁が下すべきと認識しており、安全保障関連法案は個別的自衛権の範囲であり専守
防衛の立場は守っている」や「国土を守り、若者の夢や希望を守っていくためには今何をするべきかを考えれば
妥当な法案であると考える」等が多数を占め不採択としました。
●外国人の扶養控除制度の見直しを求める意見書の採択を求める陳情
平成27年３月に制度改正されており、また「国外扶養親族の原則廃止」という趣旨は、留学生や海外勤務者の家
族のあり方等を考えた場合妥当とは言えないとの意見が多数を占め不採択としました。
●安全保障関連２法案の廃案を求める意見書採択についての陳情書
上記『「戦争立法」に反対し、憲法９条を守り生かすことを求める請願』と同理由が多数を占め不採択としまし
た。

【条例議案】
●子ども・子育て関係５条例　他
市内の公立子ども園４園を平成28年度より認定こども園化することに伴う条例改正及び幼稚園保育料を応能負担
とすることに伴う条例改正です。
認定こども園化された後の利用者の反応や３歳児教育へのニーズ調査を行っていただくことを確認しました。
また、幼稚園の４歳児クラス担任が臨時職員であり、担任が短期間で変更されるという懸念に対する対応を確認
いたしました。クラス担任は正規職員や任期つき職員で対応してほしい旨の意見を付しました。

【補正予算】
●第７回平成27年度高砂市一般会計補正予算　他
マイナンバー制度導入への対応・総合運動公園相撲場の屋根補修・地域情報共有促進事業・新図書館名誉館長報
酬等を議論しました。
マイナンバー制度導入への対応については、導入にあたる市の体制について確認しました。
総合運動公園相撲場については、体育施設として位置付けられていない現在の位置付けについて指摘がありまし
た。公園全体の総合的な管理運用を目指していくとの答弁を得ました。
地域情報共有促進事業については、世帯数にばらつきのある市内124自治会に対して一律で補助が出されること
についての不平等が指摘されました。今後、募集要項の見直しも含めて検討するとの答弁を得ました。
新図書館名誉館長については、その職務の範囲や位置づけについて確認しました。新図書館の名誉館長報酬につ
いては、図書館開館までに条例上の規定を見直していただくよう意見を付しました。

【請願・陳情】
●災害ボランティア割引制度に関する意見書提出を求める請願については、全会一致で採択しました。
●教育センター跡地利用に関する陳情については、基本計画を策定中であるものの、土地の所有者との合意が図ら
れていないことを確認し、なお継続審査としました。

（９月定例会）委員会審査の概要報告

総務常任委員会

文教厚生常任委員会
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意見書を提出しました

　当委員会に付託された以下の議案について現場視察も行い慎重に審査を進めました。

【事件議案】１件
●訴えの提起について
市が管理する水路を占有する通路や橋などの物件は、使用者からの申請により市が許可を与えることと条例で定
められています。このうち長期間に渡り無断で使用する占有物の撤去を求め訴訟を行うもので経緯経過や訴訟の
内容を慎重に審査しました。

【条例議案】４件　
●高砂市市営住宅条例の一部を改正する条例について
市営中筋住宅の解体に伴う住宅戸数の見直しを行うもの。
●高砂市下水道事業に地方公営企業法の規定の全部を適用する条例を定めることについて
●高砂市水道事業及び工業用水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例を定めることについて
●高砂市下水道条例等の一部を改正する等の条例を定めることについて
下水道事業の公営企業化、水道事業所との統合に向けて整理するもので、窓口統合によるワンストップサービス
化や経営状況の明確化および事業の透明性が図られることを確認しました。

【補正予算】４件
●第７回平成27年度高砂市一般会計補正予算
・高砂町に残存する歴史的な建造物保全にかかる調査・設計委託料1000万円については、県と市が協力し観光資
源や情報発信の拠点づくりの可能性を調査するものです。本事業の優先順位の位置づけや財源のリスクおよび
中期財政への反映を指摘するとともに、今後の堀川周辺みなとまちづくり構想の実現に向けて市民・企業・Ｎ
ＰＯの参画と協働などについても確認しております。
・今回予算の取り下げとなった高潮対策については今後確実な事業を立て、総事業費コストを考慮のうえ（県）総
合治水条例にある上位法に基づいて上流から下流への総合的な対策を行うことと指摘しております。
・谷川橋に関しては、工期・安全性・長期的な経済性を勘案した上で、総合的に有利な当て板補修工法であるこ
とを確認しました。平成28年５月末工事完成に向け工事の発注が予定されています。

●第２回平成27年度高砂市下水道事業特別会計補正予算
●第２回平成27年度高砂市水道事業会計補正予算
●第２回平成27年度高砂市工業用水道事業会計補正予算
　上記の特別会計および事業会計はいずれも人件費見直しに伴う補正予算を審査しました。

【補正予算】
●第７回平成27年度高砂市一般会計補正予算
　本年４月１日の職員人事異動に伴い、人件費を減額するものです。

●第２回平成27年度高砂市広域ごみ処理事業特別会計補正予算
市職員の本年４月１日の職員人事異動に伴い、人件費の減額分を加古川市・稲美町・播磨町から協定書に基づき
負担金を減額するものです。

【陳情】
●２市２町広域ごみ処理施設建設に関する陳情
他市町からのごみ収集車の台数増のため、交通渋滞が予想されます。特に県道中浜・阿弥陀線ルートの中筋交差
点右折レーンの設置について公安委員会、県へ強く要請し、早急に結論を出すべきとの意見が出されています。
なお、海上輸送については、公港が使用できないこと、中継施設はコスト面等から、不可能と判断しました。
また、一部協議すべき事項があり、継続審査としました。

建設環境経済常任委員会

広域ごみ処理施設対策特別委員会

平成27年９月29日に議決された下記の意見書を内閣総理大臣、国土交通大臣、経済産業大臣、衆議院議
長、参議院議長に対し提出しました。

災害ボランティア割引制度に関する意見書
内容については高砂市議会ホームページをご覧いただくか、高砂市議会事務局　☎（079）443－9061までお問い
合わせください。
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地
方
創
生
に
向
け
て

ほ
か

迫
川　

高
行

高
砂
町
の
地
域
の
ま
ち
づ
く
り

の
方
針
、
ま
た
、
今
回
の
地
方

創
生
総
合
戦
略
な
ど
を
含
め
、
今
後

の
高
砂
町
の
ま
ち
づ
く
り
、
地
域
力

の
再
構
築
に
向
け
て
、
ご
所
見
を
伺

う
。

市
の
玄
関
口
で
あ
る
山
電
高
砂

駅
前
を
再
整
備
す
る
こ
と
に
よ

り
、
都
市
機
能
の
充
実
と
経
済
活
力

の
向
上
を
図
る
。

　

た
だ
、
西
友
ス
ト
ア
の
撤
退
が
決

定
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
都
市
計

画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
定
め
る
ま
ち

づ
く
り
の
実
現
が
や
や
難
し
く
な
る
。

　

歴
史
と
産
業
が
調
和
し
た
に
ぎ
わ

い
の
あ
る
ま
ち
を
実
現
す
る
た
め
に
、

関
係
者
と
連
係
し
て
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

高
砂
町
を
は
じ
め
市
内
８
地
域

に
お
い
て
は
、
戦
略
的
な
計
画

を
策
定
し
、
地
域
性
を
活
か
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
ご
所
見
を
伺
う
。

各
地
域
で
開
催
し
た
意
見
交
換

会
や
審
議
会
の
中
で
各
地
域
の

課
題
や
特
性
に
関
し
て
意
見
や
提
案

を
受
け
、
総
合
戦
略
案
に
、
地
域
の

特
性
に
関
す
る
施
策
を
盛
り
込
み
、

今
回
の
総
合
戦
略
に
掲
げ
て
い
る

「
夢
工
房
た
か
さ
ご
」
と
し
て
、
多

様
な
主
体
の
連
携
で
取
り
組
み
を
進

め
て
い
き
た
い
。

地
域
住
民
が
公
立
学
校
の
運
営

に
参
画
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
が
、
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど

も
た
ち
を
め
ぐ
る
問
題
を
解
決
す
る

仕
組
み
と
し
て
、
全
国
的
に
ひ
ろ

が
っ
て
い
ま
す
。

　

高
砂
小
学
校
・
高
砂
中
学
校
で
小

中
一
貫
教
育
を
進
め
て
い
る
中
で
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
本
市

の
先
行
モ
デ
ル
校
と
し
て
実
施
す
る

こ
と
は
、
高
砂
町
の
地
域
力
の
向

上
・
活
性
化
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

ご
所
見
を
伺
う
。

国
に
お
い
て
、
新
し
い
時
代
の

教
育
や
地
方
創
生
の
実
現
に
向

け
た
学
校
と
地
域
の
連
携
・
協
働
の

在
り
方
に
つ
い
て
、
中
央
教
育
審
議

会
へ
諮
問
が
な
さ
れ
、
現
在
、
審
議

さ
れ
て
お
り
、
国
や
県
内
各
市
の
状

況
等
を
注
視
し
つ
つ
調
査
研
究
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

若
い
世
代
の
就
労
支
援
に

つ
い
て

島
津　

明
香

高
砂
市
で
生
ま
れ
育
っ
た
人
が

市
内
に
定
住
し
や
す
い
よ
う
に

す
る
た
め
に
は
、
定
住
の
条
件
の
一

つ
で
あ
る
就
労
支
援
が
不
可
欠
で
あ

る
。
大
学
進
学
等
で
地
元
を
離
れ
た

人
々
の
「
市
内
で
社
会
人
生
活
を
送

り
た
い
」
と
い
う
ニ
ー
ズ
を
満
た
す

た
め
に
、
現
在
、
市
が
行
っ
て
い
る

新
卒
就
労
支
援
の
取
り
組
み
や
今
後

の
方
向
性
を
伺
い
た
い
。

た
か
さ
ご
未
来
総
合
戦
略
案
に

お
い
て
「
産
業
の
振
興
を
図
り

『
し
ご
と
』
を
創
り
ま
す
」
と
い
う

目
標
の
中
の
主
な
取
り
組
み
と
し
て
、

若
者
し
ご
と
相
談
の
充
実
を
図
り
、

今
後
は
学
生
を
対
象
と
し
た
市
内
企

業
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
支
援
を
検

討
す
る
な
ど
就
労
支
援
の
た
め
の
施

策
を
掲
げ
て
お
り
、
就
労
支
援
サ
イ

ト
「
お
仕
事
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・
た
か

さ
ご
」
の
運
営
と
専
門
員
に
よ
る
若

者
し
ご
と
相
談
を
毎
週
水
曜
日
の
午

後
に
生
石
研
修
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し

て
い
る
。

　

今
後
は
県
の
事
業
を
活
用
す
る
な

ど
、
都
市
圏
に
住
む
大
学
生
な
ど
に

対
し
て
地
元
企
業
の
紹
介
や
Ｐ
Ｒ
な

ど
に
取
り
組
め
る
よ
う
進
め
て
い
き

た
い
。「

こ
れ
ま
で
培
っ
た
能
力
を
地

元
で
生
か
し
た
い
」
と
い
う
若

い
世
代
の
ニ
ー
ズ
も
あ
る
。
市
内
に

よ
い
人
材
を
呼
び
込
む
た
め
に
も
、

ふ
る
さ
と
へ
の
定
住
を
促
進
す
る
た

め
に
も
、
若
い
世
代
の
転
職
支
援
に

つ
い
て
、
現
在
の
市
の
取
り
組
み
を

伺
い
た
い
。

高
砂
市
も
毎
年
職
員
採
用
を
し

て
お
り
、
今
は
30
歳
ま
で
を
経

験
者
枠
と
し
て
広
げ
て
い
る
。

　

転
職
は
積
極
的
な
も
の
で
、
自
己

実
現
の
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
能
力

を
発
揮
す
る
場
を
自
ら
求
め
て
い
き

た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
提

供
す
る
こ
と
も
市
の
役
割
と
し
て
あ

る
の
で
は
な
い
か
。
市
と
し
て
関
係

機
関
と
協
力
し
な
が
ら
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
と
思
う
。

問問 答答問

答問答

問答

山
電
高
砂
駅
前
整
備
に
つ

い
て

池
本　

晃

駅
前
南
地
区
の
整
備
に
関
し
て

は
、
高
砂
市
の
連
合
自
治
会
長
、

商
工
会
議
所
の
専
務
、
観
光
協
会
の

会
長
、
近
隣
の
自
治
会
長
に
も
入
っ

て
も
ら
い
、
市
の
担
当
者
の
呼
び
か

け
で
過
去
４
回
勉
強
会
を
開
催
し
た

が
、
平
成
26
年
２
月
か
ら
は
呼
び
か

け
が
な
い
。
本
当
に
や
る
気
が
あ
る

の
か
。
ま
た
、
勉
強
会
の
内
容
は
上

司
に
報
告
、
引
き
継
ぎ
が
で
き
て
い

る
の
か
。

現
状
は
不
成
形
な
駅
前
広
場
、

サ
ン
モ
ー
ル
へ
の
ア
ク
セ
ス
、

老
朽
化
し
た
駅
前
商
店
な
ど
の
問
題

が
あ
り
、
駅
前
の
再
整
備
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

　

今
後
は
「
高
砂
駅
南
地
区
を
考
え

る
会
」
の
意
見
を
総
括
し
、
周
辺
の

企
業
等
の
参
加
協
力
を
求
め
な
が
ら
、

財
政
状
況
を
鑑
み
て
、
実
現
可
能
な

計
画
を
作
成
し
、
取
り
組
み
を
進
め

て
い
き
た
い
。

西
友
、
サ
ン
モ
ー
ル
に
つ
い
て

西
友
の
撤
退
は
平
成
27
年
12
月

ま
で
に
延
長
に
な
っ
た
が
、
そ

の
間
後
継
テ
ナ
ン
ト
に
つ
い
て
は
な

か
な
か
条
件
の
合
う
事
業
者
が
な
い

と
聞
い
て
い
る
。
高
齢
者
が
身
近
に

買
い
も
の
に
行
け
る
と
こ
ろ
が
な
く

な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
お
そ
れ
が
あ

る
。
そ
こ
で
、
西
友
・
サ
ン
モ
ー
ル

を
含
め
て
地
権
者
と
交
渉
し
、
こ
の

地
域
を
核
と
し
て
高
砂
町
の
ま
ち
の

問 問答

一　般　質　問
くわしい内容については図書館や各公民館に備え付けら
れている「兵庫県高砂市議会定例会会議録」をご覧くだ
さい。（９月定例会の会議録は12月に完成する予定です。）
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再
生
を
含
め
て
、
駅
前
と
サ
ン
モ
ー

ル
の
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
て
い
た
だ

き
た
い
。

民
間
所
有
の
物
件
に
対
し
て
市

が
主
導
し
、
誘
致
を
進
め
る
こ

と
は
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。
西
友

跡
地
へ
の
出
店
が
可
能
と
思
わ
れ
る

事
業
者
に
は
、
商
工
会
議
所
と
連
携

し
、
後
継
テ
ナ
ン
ト
と
し
て
入
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
連
絡
し
、
サ
ン
モ
ー

ル
管
理
会
社
の
三
菱
倉
庫
に
対
し
て

も
要
望
等
も
行
っ
て
い
る
。

　

高
砂
町
の
ま
ち
づ
く
り
の
核
と
し

て
、
高
砂
駅
か
ら
サ
ン
モ
ー
ル
ま
で

の
動
線
は
重
要
で
あ
り
、
西
友
撤
退

後
の
商
業
施
設
誘
致
問
題
と
あ
わ
せ
、

サ
ン
モ
ー
ル
を
含
め
た
広
い
範
囲
で

の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
円
滑

な
運
用
に
つ
い
て　

ほ
か

砂
川　

辰
義

市
民
へ
の
周
知
徹
底
に
取
り
組

み
、
混
乱
な
く
、
市
民
生
活
に

浸
透
す
る
よ
う
万
全
な
対
応
に
努
力

し
て
ほ
し
い
。

広
報
た
か
さ
ご
10
月
号
で
は
、

各
世
帯
に
配
布
さ
れ
る
通
知

カ
ー
ド
の
サ
ン
プ
ル
や
内
容
に
つ
い

て
案
内
を
す
る
。
10
月
中
旬
か
ら
ナ

ビ
ダ
イ
ヤ
ル
を
導
入
し
、
相
談
内
容

の
仕
分
け
を
行
う
予
定
。
現
在
お
住

ま
い
の
居
所
に
住
民
票
を
移
し
て
い

た
だ
く
よ
う
周
知
を
図
っ
て
い
る
。

不
在
等
の
方
へ
は
、
連
絡
を
い
た
だ

き
た
い
旨
の
通
知
を
普
通
郵
便
で
送

付
し
、
本
人
ま
た
は
家
族
と
接
触
を

図
る
。
高
砂
商
工
会
議
所
や
税
務
署

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
事
業
所
へ
の

広
報
に
努
め
る
。

福
祉
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
（
福
祉
案

内
人
）
設
置
に
つ
い
て

福
祉
に
関
す
る
相
談
は
幅
広
く

専
門
的
で
も
あ
る
。
高
齢
化
社

会
を
迎
え
来
庁
者
の
増
加
が
予
想
さ

れ
る
。
相
談
窓
口
に
福
祉
案
内
人
の

配
置
が
必
要
で
は
。

本
年
４
月
か
ら
西
庁
舎
１
階
の

福
祉
部
地
域
福
祉
室
の
窓
口
で
、

１
箇
所
で
要
件
が
済
む
よ
う
な
カ
ウ

ン
タ
ー
に
レ
イ
ア
ウ
ト
を
変
更
し
、

対
応
し
て
い
る
。

　

今
後
、
関
係
部
署
で
連
携
と
情
報

の
共
有
を
図
り
、
効
率
的
、
効
果
的

な
窓
口
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
よ

う
努
め
、
福
祉
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
を

実
施
し
て
い
る
他
市
の
状
況
を
参
考

に
研
究
し
て
い
き
た
い
。

公
衆
用
道
路
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

私
道
で
は
あ
る
が
公
共
性
の
極

め
て
高
い
道
路
（
公
衆
用
道

路
）
に
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
（
道
路
反
射

鏡
）
や
防
犯
灯
な
ど
の
設
置
は
現
状

不
可
で
あ
る
が
、
設
置
可
能
と
す
る

見
直
し
検
討
は
。

他
市
の
対
応
状
況
も
調
査
し
、

本
来
の
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
、
そ

し
て
、
課
題
等
考
え
方
を
整
理
し
て
、

12
月
ま
で
に
は
見
直
し
に
着
手
し
た

い
。

市
内
企
業
に
一
方
的
に
送
り
付

け
ら
れ
た「
事
業
系
ご
み
処
理

マ
ニ
ュ
ア
ル
」の
お
か
し
さ

井
奥　

雅
樹

持
ち
込
み
先
変
更
や
禁
止
と

い
っ
た
処
理
を
「
事
前
ア
ン

ケ
ー
ト
」「
説
明
会
」
な
し
に
一
方

的
に
「
上
か
ら
」
通
知
を
行
う
の
は

問
題
で
は
。
持
ち
込
み
実
績
の
あ
る

65
社
の
実
態
や
影
響
の
調
査
（
費
用

の
増
加
）
は
さ
れ
て
い
る
の
か
。

こ
の
通
知
は
、
産
業
廃
棄
物
を

美
化
セ
ン
タ
ー
へ
自
己
搬
入
し

て
い
る
事
業
所
へ
配
布
し
た
も
の
で
、

そ
の
理
由
は
、
平
成
29
年
２
月
か
ら

高
砂
市
で
受
け
入
れ
が
で
き
な
く
な

り
、
加
古
川
市
へ
ご
み
の
搬
入
を
予

定
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

　

加
古
川
市
へ
の
搬
入
に
際
し
て
は
、

加
古
川
市
が
一
部
の
品
目
を
除
き
産

業
廃
棄
物
を
受
け
入
れ
て
は
い
な
い

こ
と
か
ら
、
早
く
お
知
ら
せ
し
、
そ

の
間
に
適
正
な
体
制
等
の
構
築
に
努

め
て
い
た
だ
き
た
く
前
も
っ
て
準
備

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
、
事
業
系

ご
み
処
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
も
あ
わ
せ
て

送
付
し
た
。

　

加
古
川
市
の
ほ
う
で
産
業
廃
棄
物

の
一
部
受
け
入
れ
を
し
て
い
る
の
が

紙
く
ず
、
繊
維
く
ず
と
聞
い
て
い
る

の
で
、
そ
の
受
け
入
れ
に
対
す
る
詳

し
い
こ
と
は
直
接
加
古
川
市
に
聞
い

て
も
ら
っ
た
ほ
う
が
そ
ご
が
な
い
と

い
う
こ
と
で
、
通
知
に
記
載
さ
せ
て

も
ら
っ
た
。

　

経
費
の
面
に
つ
い
て
は
、
事
業
所

の
産
業
廃
棄
物
の
種
類
、
量
、
分
別

の
程
度
等
に
よ
っ
て
大
き
く
差
が
あ

る
の
で
、
試
算
す
る
こ
と
は
困
難
な

状
況
で
あ
る
。
た
だ
、
各
品
目
の
単

価
は
調
べ
て
お
り
、
物
に
よ
っ
て
違

い
が
あ
り
、
混
入
度
合
い
に
も
違
い

が
あ
る
た
め
、
経
費
的
な
こ
と
は
今

の
と
こ
ろ
で
き
て
い
な
い
。

□
そ
の
他
質
問
項
目

気
候
変
動
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
先

進
自
治
体
・
東
京
都
の
事
例
か
ら
学

ぶ
べ
き

土
砂
災
害
に
つ
い
て

ほ
か

北
畑　

徹
也

台
風
11
号
の
影
響
で
曽
根
町
の

民
家
裏
山
裾
が
崩
れ
避
難
指
示

が
出
た
。
幸
い
人
命
被
害
な
く
自
治

会
、
民
生
委
員
連
携
の
成
果
で
す
。

①
災
害
を
未
然
に
防
ぎ
お
互
い
に
学

　

び
協
働
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

②
継
続
的
に
市
民
が
安
全
活
動
の
学

　

習
す
る
企
画
を
願
う
。

　

市
全
体
で
市
民
の
安
全
安
心
を

作
っ
て
く
だ
さ
い
。

避
難
時
に
お
い
て
、
地
域
で
の

逃
げ
お
く
れ
を
生
じ
さ
せ
な
い

た
め
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
助
け

合
っ
て
避
難
す
る
な
ど
の
地
域
に
お

け
る
安
否
確
認
の
体
制
や
避
難
行
動

用
支
援
者
に
よ
る
避
難
支
援
な
ど
の

自
主
防
災
体
制
の
確
立
に
つ
い
て
、

地
域
の
協
力
も
得
な
が
ら
、
災
害
を

未
然
に
防
ぐ
取
り
組
み
を
進
め
て
い

き
た
い
。

　

学
習
機
会
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

高
砂
市
の
防
災
対
策
の
現
状
と
題
し

て
防
災
出
前
講
座
を
実
施
し
、
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
普
及
や
そ
の
活
用

方
法
を
中
心
に
周
知
を
図
っ
て
い
る
。

曽
根
地
区
公
民
館
活
動
に
つ
い
て

建
屋
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
ま

す
。
又
、
利
用
活
動
は
盛
ん
で

松
陽
学
園
移
動
後
利
用
が
増
え
る
。

公
民
館
ま
つ
り
の
時
は
駐
車
場
、
駐

輪
場
満
杯
で
す
。
公
民
館
活
動
上
課

題
、
公
民
館
施
設
の
今
後
等
曽
根
町

は
じ
め
市
民
の
期
待
を
納
得
で
き
る

道
を
お
示
し
く
だ
さ
い
。

昭
和
47
年
に
建
設
し
て
、
昭
和

63
年
に
東
側
部
分
を
増
築
し
た
。

今
後
、
高
砂
市
の
公
共
建
築
物
改
修

事
業
実
施
計
画
に
基
づ
き
、
耐
震
診

断
を
行
い
、
そ
の
結
果
に
よ
り
、
今

後
の
対
応
を
検
討
す
る
。
曽
根
公
民

館
の
今
後
の
あ
り
方
並
び
に
教
育
セ

ン
タ
ー
の
跡
地
に
つ
い
て
は
、
第
４

次
の
行
政
改
革
大
綱
の
延
長
版
に
お

い
て
、
公
民
館
施
設
の
今
後
の
あ
り

方
の
調
査
検
討
、
ま
た
「
教
育
セ
ン

タ
ー
周
辺
施
設
整
備
検
討
委
員
会
」

で
現
在
検
討
し
て
い
る
。

教
育
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と

し
た
曽
根
天
満
宮
周
辺
の

整
備
に
つ
い
て　

ほ
か

藤
森　

誠

図
書
館
や
高
齢
者
大
学
な
ど
が

今
年
度
中
に
移
転
し
、
現
建
物

が
28
年
度
に
解
体
さ
れ
る
が
、
こ
の

地
に
は
、
62
年
間
も
県
と
市
が
教
育

施
設
を
設
置
活
用
し
て
き
た
経
緯
が

あ
る
こ
と
、
平
成
25
年
９
月
定
例
会

問 答答

問 問答

問答

問答

問答問答
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で
都
市
基
盤
整
備
対
策
特
別
委
員
会

の
委
員
長
報
告
に
も
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
る
こ
と
、
本
年
の
３
月
定
例
会

に
当
該
の
土
地
の
利
活
用
に
つ
い
て

の
陳
情
が
提
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
な

ど
か
ら
早
急
に
市
の
方
針
を
示
す
必

要
が
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
教
育
セ
ン
タ
ー
跡
地
や

曽
根
31
号
線
の
整
備
等
に
つ
い
て
、

市
の
考
え
方
を
尋
ね
る
。

平
成
26
年
度
に
教
育
セ
ン
タ
ー

周
辺
施
設
整
備
検
討
委
員
会
を

設
置
し
て
検
討
を
行
い
、
お
お
む
ね

の
計
画
、
考
え
方
は
整
理
で
き
て
い

る
。
早
急
に
ま
と
め
、
早
い
段
階
で

議
会
に
報
告
で
き
る
も
の
と
考
え
て

い
る
。
こ
の
計
画
の
概
要
は
、
教
育

セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル
跡
地
と
曽
根
天
満

宮
所
有
地
の
土
地
の
交
換
を
行
っ
た

上
で
、
必
要
と
す
る
施
設
整
備
に
要

す
る
土
地
等
は
借
地
で
は
な
く
購
入

す
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

　

跡
地
整
備
に
つ
い
て
は
、
市
民
に

必
要
と
さ
れ
る
施
設
、
特
に
子
ど
も

や
子
育
て
世
代
な
ど
を
考
慮
し
た
施

設
を
複
合
化
し
て
設
置
す
る
こ
と
を

検
討
し
て
き
た
。

　

曽
根
31
号
線
は
通
学
路
で
も
あ
り
、

現
在
、
財
源
と
な
り
得
る
防
災
安
全

交
付
金
事
業
の
採
択
の
可
否
に
つ
い

て
兵
庫
県
と
調
整
中
で
あ
り
、
そ
れ

以
外
の
財
源
等
に
つ
い
て
も
検
討
を

し
て
い
る
。
曽
根
31
号
線
の
西
工
区

や
南
北
に
通
る
曽
根
24
号
線
に
つ
い

て
も
、
そ
の
後
の
整
備
を
検
討
し
て

い
る
。

幼
稚
園・保
育
園
等
の
内
容

の
充
実
に
つ
い
て　

ほ
か

横
山　

義
夫

病
児
・
病
後
児
保
育
に
つ
い
て

保
育
園
等
へ
登
園
後
、
高
熱
が

出
た
場
合
、「
病
児
保
育
（
す

く
す
く
ひ
ろ
ば
）」
へ
連
れ
て
行
く

シ
ス
テ
ム
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

子
ど
も
の
年
齢
や
個
々
の
状
況

に
よ
り
対
応
は
異
な
る
が
、
熱

が
38
度
以
下
に
下
が
ら
ず
、
子
ど
も

の
状
態
が
悪
く
な
っ
て
い
る
と
判
断

し
た
場
合
に
は
保
護
者
に
連
絡
を
行

う
。
保
護
者
が
す
ぐ
に
迎
え
に
こ
ら

れ
な
い
場
合
や
連
絡
が
つ
か
な
い
場

合
は
職
員
室
で
様
子
を
見
る
ケ
ー
ス

も
あ
る
。

　

子
ど
も
を
病
児
保
育
の
と
こ
ろ
に

連
れ
て
行
く
の
は
今
の
と
こ
ろ
難
し

い
と
考
え
て
い
る
が
、
今
後
調
査
研

究
し
て
い
き
た
い
。

保
育
園
・
幼
稚
園
に
保
健
室
の
設

置
に
つ
い
て

保
護
者
目
線
で
見
る
と
、
各
保

育
園
・
幼
稚
園
等
に
保
健
室
の

設
置
と
看
護
師
等
の
人
が
お
ら
れ
る

と
安
心
感
が
増
す
と
考
え
る
が
。

幼
稚
園
で
保
健
室
が
設
置
さ
れ

て
い
る
の
は
５
園
、
職
員
室
の

一
角
に
保
健
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
い

る
の
が
３
園
あ
る
。
今
後
は
専
門
の

資
格
を
持
つ
職
員
を
配
置
す
る
な
ど
、

先
進
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
幼
稚
園

の
状
況
を
調
査
研
究
し
て
い
き
た
い
。

　

公
立
保
育
所
に
看
護
師
は
配
置
し

て
い
な
い
。
保
育
所
運
営
に
お
け
る

安
心
・
安
全
の
観
点
か
ら
看
護
師
の

配
置
に
つ
い
て
、
今
後
研
究
し
て
い

く
。公

用
車
の
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー

設
置
に
つ
い
て

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
は
、
運

転
者
自
身
の
安
全
運
転
に
対
す

る
意
識
を
向
上
さ
せ
る
と
同
時
に
、

動
く
防
犯
カ
メ
ラ
の
役
割
も
兼
ね
て

い
る
。
他
市
で
は
多
く
の
公
用
車
に

設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
本
市
の
設
置

状
況
と
今
後
の
方
針
に
つ
い
て
。

現
在
、
救
急
自
動
車
に
４
台
、

ご
み
収
集
車
に
１
台
、
普
通
乗

用
車
に
１
台
の
計
６
台
に
設
置
し
て

い
る
。
今
後
は
、
装
置
搭
載
に
よ
る

活
用
効
果
、
防
犯
対
策
と
し
て
の
役

割
な
ど
も
考
慮
に
入
れ
、
使
用
頻
度

の
高
い
公
用
自
動
車
か
ら
順
次
設
置

し
て
い
き
た
い
。

地
方
創
生
に
対
す
る
教
育

委
員
会
の
姿
勢
・
取
組
に

つ
い
て　

ほ
か北

野　

誠
一
郎

た
か
さ
ご
未
来
総
合
戦
略
に
お
け

る
教
育
の
位
置
付
け
と
教
育
の
質

向
上
に
つ
い
て

教
育
委
員
会
と
し
て
、
総
合
戦

略
を
ど
の
様
に
認
識
し
て
い
る

の
か
。（
特
に
学
校
現
場
に
お
け
る

認
識
は
？
）

教
育
の
質
の
向
上
を
図
る
た
め

の
方
向
性
を
示
す
も
の
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。

総
合
教
育
会
議
に
お
い
て
市
長

と
教
育
委
員
と
の
間
で
地
方
創

生
総
合
戦
略
に
お
け
る
教
育
の
位
置

付
け
を
議
論
・
調
整
し
た
の
か
。

議
論
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、

今
後
、
開
催
す
る
総
合
教
育
会

議
に
お
い
て
、
地
方
創
生
総
合
戦
略

に
お
け
る
教
育
施
策
に
関
し
て
も
協

議
を
行
い
た
い
。

教
育
の
質
向
上
の
具
体
策
（
幼
稚

園
・
こ
ど
も
園
の
職
員
配
置
に
つ

い
て
）幼

稚
園
・
こ
ど
も
園
に
お
け
る

正
規
職
員
不
足
の
現
状
。

各
種
報
告
書
の
作
成
、
担
当
者

会
議
へ
の
出
席
、
保
護
者
や
地

域
の
方
々
へ
の
き
め
細
か
な
相
談
や

対
応
な
ど
で
正
規
職
員
の
負
担
感
は

増
加
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

非
正
規
職
員
の
ク
ラ
ス
担
任
の

問
題
点
。（
法
的
・
制
度
的
）

正
規
職
員
と
同
様
の
研
修
会
に

参
加
し
、
資
質
能
力
の
向
上
に

努
め
て
い
る
が
、
翌
年
も
本
市
で
継

続
し
て
勤
務
す
る
と
い
う
こ
と
は
限

ら
な
い
と
い
う
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

業
務
量
調
査
の
実
施
範
囲
と
定

員
適
正
化
計
画
へ
の
反
映
。

幼
稚
園
、
保
育
園
は
業
務
量
調

査
の
対
象
に
は
し
て
い
な
い
。

　

定
員
適
正
化
計
画
で
は
、
当
時
の

保
育
園
、
幼
稚
園
、
一
体
化
園
、
児

童
学
園
の
計
13
園
体
制
と
、
職
員
の

配
置
体
制
に
よ
る
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務

職
員
換
算
で
80
人
体
制
を
維
持
す
る

も
の
と
し
て
い
る
。

問答

答

問答

問問 答答

問 問答答答 問問答

こ
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ

い
て

鈴
木　

利
信

◆
平
成
26
年
８
月
29
日
に
「
子
供
の

貧
困
対
策
に
関
す
る
大
綱
に
つ
い

て
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
大
綱
の
中
で
は
、
こ
ど
も
の
貧
困

に
対
す
る
指
標
を
設
定
し
て
、
そ
の

改
善
に
取
り
組
む
こ
と
が
記
さ
れ
て

い
ま
す
。

高
砂
市
の
就
学
援
助
の
割
合
と
、

全
国
平
均
と
の
比
較
は
。

平
成
25
年
度
の
全
国
の
就
学
援

助
率
は
13
・
９
％
で
、
高
砂
市

の
認
定
率
は
17
・
７
％
で
あ
り
、
全

国
よ
り
や
や
高
め
の
認
定
率
に
な
っ

て
い
る
。

高
砂
市
の
他
の
指
標
に
つ
い
て
、

高
砂
市
の
特
徴
等
は
。

市
全
体
の
デ
ー
タ
は
未
調
査
だ

が
、
生
活
保
護
世
帯
の
デ
ー
タ

で
は
、
平
成
27
年
度
の
高
等
学
校
等

へ
の
進
学
状
況
は
、
12
名
の
う
ち
全

日
制
、
通
信
制
、
特
別
支
援
学
校
等

高
等
部
合
わ
せ
て
11
名
が
進
学
し

91
・
７
％
の
進
学
率
と
な
っ
て
い
る
。

子
ど
も
の
貧
困
の
実
態
の
把
握

の
た
め
の
調
査
の
検
討
は
。

調
査
、
分
析
は
毎
年
６
月
に
実

施
し
て
お
り
、
担
当
ケ
ー
ス

ワ
ー
カ
ー
に
よ
る
進
路
希
望
等
の
把

握
に
努
め
て
い
る
。

高
砂
市
も
貧
困
対
策
の
検
討

チ
ー
ム
な
ど
が
必
要
で
は
。

明
石
市
が
結
成
し
た
貧
困
対
策

検
討
チ
ー
ム
等
を
参
考
に
研
究

し
て
い
き
た
い
。

問問 答 問答答問答
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一
人
親
家
庭
の
子
供
た
ち
の
居

場
所
づ
く
り
は
。

一
人
親
家
庭
に
限
定
し
た
も
の

で
は
な
い
が
、
各
小
学
校
に
学

童
保
育
所
を
設
置
し
て
い
る
。

生
活
困
窮
者
の
子
供
た
ち
に
対

す
る
学
習
支
援
等
は
。

生
活
困
窮
者
の
み
を
対
象
と
し

た
取
り
組
み
は
現
在
の
と
こ
ろ

は
行
っ
て
い
な
い
。

　

少
人
数
学
級
を
実
施
し
て
、
き
め

細
や
か
な
学
習
指
導
を
行
い
、
放
課

後
の
時
間
を
活
用
し
て
、
補
充
学
習

等
推
進
事
業
を
実
施
し
、
学
習
習
慣

の
定
着
、
学
習
意
欲
の
向
上
、
基
礎

学
力
の
向
上
に
向
け
て
学
習
支
援
を

行
っ
て
い
る
。

市
民
の
健
康
に
つ
い
て

木
谷　

勝
郎

高
砂
市
の
死
因
別
死
亡
率
は
県

や
近
隣
市
町
と
比
べ
ど
う
な
っ

て
い
ま
す
か
。

平
成
20
年
、
平
成
24
年
の
標
準

化
死
亡
比
で
見
ま
す
と
、
全
国

を
１
０
０
と
し
て
、
高
砂
市
の
男
女

別
で
、
男
性
は
１
位
が
腎
不
全
１
２

９
・
１
、
２
位
が
肝
疾
患
１
１
５
・

９
と
な
っ
て
い
る
。
女
性
で
は
、
１

位
が
心
疾
患
１
１
４
・
９
、
２
位
が

脳
血
管
疾
患
１
０
１
・
５
と
な
っ
て

い
る
。
近
隣
市
町
と
比
べ
る
と
、
男

性
で
は
死
因
の
３
位
ま
で
の
順
位
は

姫
路
市
と
同
じ
傾
向
で
、
標
準
化
死

亡
比
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
姫
路

市
の
ほ
う
が
若
干
高
い
傾
向
に
あ
る
。

兵
庫
県
の
１
人
当
り
実
績
医
療

費
に
つ
い
て
、
国
保
は
33
万
４

千
円
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
96

万
６
千
円
で
す
。
高
砂
市
は
近
隣
市

町
と
比
較
し
て
ど
う
な
っ
て
い
ま
す

か
。

国
民
健
康
保
険
は
、
平
成
25
年

度
で
県
下
41
市
町
中
、
高
い
ほ

う
か
ら
15
番
目
、
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
は
平
成
26
年
度
で
高
い
ほ
う
か

ら
28
番
目
と
な
っ
て
い
る
。

高
砂
市
の
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画

は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

住
民
の
健
康
づ
く
り
や
疾
病
予

防
、
重
症
化
予
防
に
つ
な
げ
る

た
め
計
画
を
策
定
中
で
あ
る
。

高
砂
市
の
健
診
受
診
率
は
な
ぜ

最
悪
な
の
で
し
ょ
う
か
。

未
受
診
者
へ
の
電
話
勧
奨
で
、

現
在
医
療
機
関
に
か
か
っ
て
い

る
と
の
回
答
が
59
・
４
％
あ
り
、
受

診
率
が
低
い
要
因
の
一
つ
と
な
っ
て

い
る
と
考
え
て
い
る
。

地
域
医
療
構
想
は
市
民
病
院
に

ど
う
影
響
し
ま
す
か
。

県
と
の
協
議
の
場
が
設
定
さ
れ

て
い
る
ほ
か
は
具
体
的
な
こ
と

は
何
も
決
ま
っ
て
い
な
い
。

市
民
病
院
で
の
地
域
医
療
連
携

は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

窓
口
と
な
る
地
域
医
療
連
携
室

を
平
成
17
年
に
設
け
、
高
い
医

療
機
能
を
有
す
る
病
院
へ
の
転
院
や

か
か
り
つ
け
医
と
の
病
診
連
携
や
訪

問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
の
在
宅
復

帰
に
向
け
た
連
携
な
ど
、
関
係
機
関

と
の
連
携
強
化
を
図
っ
て
い
る
。

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
に

参
加
し
て　

ほ
か大

塚　

好
子

高
砂
市
議
会
は
、
昭
和
57
年
６

月
14
日
核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市

を
宣
言
し
て
い
ま
す
。
大
会
前
日
に
、

中
谷
元
防
衛
大
臣
の
核
兵
器
輸
送
を

否
定
し
な
い
答
弁
な
ど
、
戦
争
法
案

の
違
憲
性
が
次
々
暴
露
さ
れ
て
い
る

さ
な
か
で
す
。
戦
争
法
案
に
つ
い
て

の
見
解
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

テ
ロ
や
内
戦
が
頻
発
す
る
な
ど

激
動
し
て
い
る
国
際
社
会
情
勢

の
変
化
の
中
で
、
日
本
国
民
の
生

命
・
財
産
、
領
土
・
領
空
・
領
海
を

守
る
こ
と
は
、
国
家
の
役
割
で
あ
り

使
命
で
あ
る
と
考
え
、
国
の
責
務
に

お
い
て
、
そ
の
役
割
と
使
命
を
果
た

す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
考
え

て
い
る
。

医
療
・
介
護
総
合
確
保
法
が
も
た

ら
す
問
題
点
に
つ
い
て

高
度
急
性
期
の
病
床
を
削
減
し
、

患
者
を
在
宅
医
療
や
介
護
へ
誘

導
す
る
仕
組
み
を
つ
く
る
も
の
で
す
。

緊
急
時
の
病
床
の
確
保
が
困
難
、
往

診
の
医
師
が
見
つ
か
ら
な
い
な
ど
懸

念
さ
れ
ま
す
が
、
高
砂
市
の
現
状
と

課
題
に
つ
い
て
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構

築
に
向
け
て
、
関
係
機
関
、
関

係
団
体
と
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
の
解
決

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

不
妊
治
療
へ
の
助
成
制
度
の
創
設

に
つ
い
て

市
独
自
の
助
成
額
の
増
額
、
所

得
制
限
の
緩
和
の
拡
大
を
求
め

ま
す
。た

か
さ
ご
未
来
総
合
戦
略
に
お

い
て
不
妊
治
療
へ
の
支
援
を
検

討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

中
学
校
給
食
の
早
期
実
現
に
つ
い

て
計
画
の
進
捗
状
況
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

庁
内
検
討
委
員
会
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
実
施
方
針
に
つ
い
て
、
経

費
面
や
そ
の
他
施
設
面
で
の
影
響
等

の
比
較
を
行
い
、
実
現
に
向
け
た
具

体
的
な
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

　

実
施
時
期
に
つ
い
て
は
、
中
期
財

政
計
画
に
お
い
て
、
平
成
31
年
度
に

２
校
、
平
成
32
年
度
に
３
校
を
実
施

す
る
と
位
置
づ
け
て
い
る
。

広
域
ご
み
処
理
施
設
に
つ

い
て　

ほ
か

坂
辺　

勝
彦

広
域
ご
み
処
理
施
設
の
候
補
地

が
高
砂
市
に
絞
り
込
ま
れ
る
時

は
、
事
前
に
地
元
住
民
に
は
、
て
い

ね
い
な
説
明
が
必
要
で
は
な
い
か
。

と
い
う
質
問
に
市
は
全
国
的
に
見
て

事
前
に
住
民
に
知
ら
せ
て
い
た
ら
計

画
が
壊
さ
れ
た
事
例
が
あ
る
と
答
弁

し
た
こ
と
に
つ
い
て
市
長
は
ど
う
思

う
か
。高

砂
市
に
決
ま
っ
た
以
後
、
説

明
会
を
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
で
し

た
が
、
や
っ
ぱ
り
独
断
で
決
め
た
、

な
ど
の
意
見
を
い
た
だ
い
た
。
候
補

地
は
外
へ
出
さ
な
い
で
議
論
し
た
状

況
で
決
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う

説
明
を
し
て
い
る
。

街
路
樹
が
植
え
ら
れ
て
い
る
地

域
の
自
治
会
に
街
路
樹
に
関
す

る
情
報
の
提
供
を
依
頼
し
て
い
る
か
。

市
民
の
く
ら
し
、
生
活
を
守
る
街
路

樹
管
理
と
剪
定
は
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

自
治
会
あ
る
い
は
沿
線
の
住
民

に
依
頼
と
い
う
形
で
は
行
っ
て

い
な
い
が
、
街
路
樹
が
茂
っ
て
信
号

等
が
見
え
づ
ら
い
、
害
虫
が
発
生
し

て
い
る
の
で
剪
定
、
防
除
し
て
ほ
し

い
と
い
う
情
報
提
供
が
あ
れ
ば
、
行

動
を
起
こ
し
て
い
る
。

　

剪
定
に
つ
い
て
は
、
樹
木
に
応
じ

た
時
期
に
剪
定
を
す
る
こ
と
を
基
本

と
し
て
い
る
が
、
安
全
な
通
行
の
確

保
の
た
め
に
予
定
時
期
を
早
め
て
剪

定
す
る
こ
と
も
あ
る
。

18
歳
選
挙
権
は
、
さ
ら
に
幅
広

い
民
意
が
議
会
に
反
映
さ
れ
、

議
会
制
民
主
主
義
の
発
展
に
つ
な
が

り
ま
す
。
市
内
の
新
た
な
有
権
者
に

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
考
え
て
い

る
か
。市

内
の
県
立
高
等
学
校
の
生
徒

会
選
挙
で
、
実
際
に
選
挙
に
使

う
投
票
箱
等
の
選
挙
器
具
を
貸
し
出

し
、
選
挙
を
よ
り
身
近
な
も
の
と
し

て
体
験
し
、
選
挙
の
意
義
や
重
要
性

を
感
じ
て
も
ら
っ
た
。

　

ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
の
設
置
場
所
に

つ
い
て
、
高
等
学
校
の
正
門
付
近
に

設
置
す
る
こ
と
な
ど
も
検
討
し
て
い

る
。
さ
ら
に
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に

よ
る
選
挙
啓
発
を
継
続
し
て
い
く
。

問問 答問答答

問答問答

問答問問 答答

問答問答

問問問問 答答答答問答
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平成25年９月９日に設置され、議員の任期満了に伴い、平成26年９月で終了しました前特別委員会の趣
旨を継承し、ごみ処理施設設置について、さらなる調査・検討を行うため、本委員会は平成26年９月18日
に設置されました。
現在までに本委員会において行った調査・検討について、高砂市議会会議規則第45条第２項により、中
間報告申し上げます。

１　委員会の設置
　　　平成26年９月18日

２　委員会の目的
　　　ごみ処理施設設置について
　　　（1）施設建設について
　　　（2）広域化に係る周辺整備について
　　　（3）その他諸課題について

３　委員会の性格
　　　地方自治法第109条に基づく

４　委員会の構成
　　　委 員 数　７名（平成26年９月18日選任）
　　　委 員 長　入江　正人
　　　副委員長　横山　義夫
　　　委　　員　坂辺　勝彦　　藤森　誠　　森　秀樹　　石﨑　徹
　　　　　　　　北野　誠一郎（～平成27年３月30日）
　　　　　　　　木谷　勝郎（平成27年３月30日～）

５　委員会の開催状況
　　　開催日数　20日
　　　　　　　　（略）
６　行政視察
　　　平成27年１月29日　福岡県遠賀郡　　遠賀・中間リレーセンターについて
　　　　　　　１月30日　福岡県福岡市　　臨海工場について

７　議会報告会の実施
　　　日　　時　　平成27年２月22日　10時～12時
　　　開催場所　　高砂市役所南庁舎　５階
　　　テ ー マ　　１．政務活動費について
　　　　　　　　　２．広域ごみ処理施設について

８　経　過
　　　　　　　　　　　　（略）

９　スケジュール
　　　　　　　　　　　　（略）

広域ごみ処理施設対策特別委員会中間報告書

高砂市議会
　議長　生　嶋　洋　一　様

平成27年９月４日

広域ごみ処理施設対策特別委員会
委員長　入　江　正　人
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10　今後の課題
　（1）ゴミ搬入車両および工事車両の通行ルートについて

　平成29年から平成34年３月まで現焼却施設の解体および新設工事が実施されます。平成34年４月
には新炉が稼働し、２市２町のゴミ搬入車両約780台（往復）が、伊保・港準幹線道路を通り高須・
松村線へ入るルート、梅井・島線を通り高須・松村線へ入るルート、そして中浜・阿弥陀線を通る
ルートのあわせて３ルートから搬入されます。その上、平成30年から平成39年の約10年間、隣接の
電源開発株式会社（Ｊパワー）の設備更新工事が実施され、この間の工事車両および工事関係者車
両の通行も予想されます。
　このような中、今一番重要なことは、住民の方々の環境悪化に対する不安を解消し、理解を得る
ことです。早急にルート整備の方針を決め、遅くとも炉の稼働までには整備を終え、交通渋滞の解
消、そして低公害車などの使用を含め騒音・振動など生活環境への影響を最小限に抑える努力をし
なければなりません。
　３ルートのうち他市町のゴミ搬入車両が通行する２ルートの整備に関しては、当該道路の大部分
が県の管轄道路であるため、県の年間整備計画の対象になり、予算計上が必要となります。たと
え、この計画に上がったとしても整備が終了するまでには数年かかるのが現状です。平成34年の新
炉稼働までに整備を完了するには、遅くてもこの１年以内に県との交渉を終え、工事に取り掛から
なければなりません。事務の委託を受けた高砂市としては、各部署においてできる限りの力を発揮
して事業に取り組み、なおかつ２市２町の首長が一丸となって県との交渉に当たり進めるべきであ
ると考えます。また、一方でこのルートに関しては、都市計画道路としての整備および以前から要
望のあった中筋交差点の渋滞解消としての整備も早急に取り組むべきであります。

　（2）周辺整備について
　道路整備以外の周辺整備については、いまだ何ら計画も示されることなく今日に至っています。
特に昨年競売にて落札した土地については、産業廃棄物処理施設設置を阻むことができたとはい
え、新ゴミ焼却施設に関する周辺整備にかかる用地として購入したわけですから、この土地の利用
計画については、道路整備完了と同様に平成34年の稼働までに整備を終えるべきと考えます。住民
の方々と協議を行い、より有意義な利用方法を検討し早急に整備を行うことが求められます。

　（3）ゴミ搬入車両減車に向けた取り組みとゴミ減量化について
　ゴミ搬入車両減車に向けた取り組みについては、福岡県の遠賀・中間リレーセンターなどの視察
も行い、ゴミの中間集積施設設置の可能性や海上輸送について調査を行った結果、中間集積施設の
設置場所や海上輸送の拠点となる埠頭が確保できないこと、また、双方ともコストが掛かり過ぎ広
域で行うメリットの１つであるコスト削減効果が失われることから、２市２町の首長で組織された
連絡会議において、断念せざるを得ないと判断されました。
（※　中間報告添付資料　Ｐ20～Ｐ23「ごみ処理広域化に伴う中継施設・海上輸送について」）
　ゴミ搬入車両を１台でも減らすためには、今後、各市町においてのゴミ減量化をより一層推し進
めていくことが重要です。市民・町民へのサービスを低下させることなく、いかにゴミ搬入車両を
減らすか、例えば、収集車の大型化や簡易な集積場の設置など、各市町で可能な方法を検討し実施
していただき、受託市である高砂市おいてはゴミ減量化はもちろんのこと、他の１市２町にも協力
を求め住民の方々の不安を少しでも解消できるよう努めなければなりません。

　今後、隣接の借り上げ土地の面積・期間および賃料の交渉や事業者選定など重要な案件・課題も
多くあり、これらの早期解決に向けて行政、市民と共にまだまだ論議・検討を重ねていかなければ
なりません。
　当委員会の設置目的を果たすためには、今後も調査および審査が必要と考え、広域ごみ処理施設
対策特別委員会を継続することと致します。
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地方創生総合戦略策定についての調査研究が終わりましたので、高砂市議会会議規則第45条第２項の規
定により、ご報告申し上げます。

１　委員会の設置
　　　平成27年３月30日

２　委員会の目的
　　　地方創生総合戦略策定、総合計画後期基本計画策定等について、調査研究を行う

３　委員会の性格
　　　地方自治法第109条に基づく

４　委員会の構成
　　　委員長数　８人
　　　委 員 長　北野　誠一郎
　　　副委員長　川端　宏明
　　　委　　員　池本　　晃、井奥　雅樹、大塚　好子
　　　　　　　　砂川　辰義、島津　明香、福元　　昇

５　委員会の経過
　　　開催日数　14日
　　　　　　　　（略）

はじめに
　平成26年11月、我が国が直面する人口減少の克服・地方創生という構造的課題に国と地方が総力を挙げ
て正面から取り組むため、「まち・ひと・しごと創生法」が成立、12月には指針となる「まち・ひと・しご
と創生長期ビジョン」及び「総合戦略」が策定された。これを受け、高砂市においても中長期的視点に
立って、地方創生に取り組むべく、高砂市版総合戦略を「高砂市総合政策に関する条例」のなかに位置づ
け、策定が決定された。
　折しも、今年度は高砂市の将来設計の基本的な指針となる第４次高砂市総合計画の中間見直し時期にあ
たり、前期計画の検証と、平成28年度以降５年間の基本計画の練り直しが予定されている。
　平成27年度は高砂市の将来を方向付ける二つの重要計画及び戦略の策定が重なる。高砂市議会として
も、これからのまちづくりを左右する重要なタイミングとして捉え、本年３月議会において特別委員会を
設置し、それぞれについて調査・検討を行うこととなった。
　４月以降、特別委員会では、高砂市の地方創生において市民代表・議決機関としての責務を果たすべ
く、国の担当官僚を招聘し、市民参加で地方創生の勉強会を開催、２回にわたって先進地視察を行うなど
の調査活動に加え、総合政策審議会・市民との意見交換会にも出席・傍聴し、これを踏まえて当局の考え
方を質し、議論を重ねてきた。
　今回の中間報告は、この度公表された「高砂市人口ビジョン（案）」「たかさご未来総合戦略（案）」につ
いて、特別委員会において行われた調査（勉強会の開催・先進地視察等）・議論をとおして意見を集約し、
取りまとめたものである。
　最後に、担当所管部局の皆さんには、非常にタイトなスケジュールの中で素案に始まり最終案にまでま
とめあげられたこと、また総合政策審議会の設置や市民意見交換会・市民会議の開催などかつてない形で
市民参加を模索し、ビジョン・戦略の策定に結実させたことを評価し、敬意を表したい。

Ⅰ「高砂市人口ビジョン」について

１．総論
　国の「長期ビジョン」や「まち・ひと・しごと創生総合戦略」との整合が求められていることは理解す
る。しかしながら、あまりにも人口減少の負の側面（「人口の変化が本市の将来に与える影響」参照）が強
調されすぎてはいないか。人口減の影響は市民に不安感を与えるものだけでなく、「インフラ整備コストの
縮小につながる」、「まちをコンパクトにすることによる行政サービスの向上につながる可能性もある」
「行政を身近に感じることができる」「コミュニティの形成が容易になり、人と人とのつながりが密接にな
る」など、前向きな視点も必要ではないか。

高砂市議会地方創生総合戦略策定等調査検討特別委員会中間報告書

高砂市議会
　議長　生　嶋　洋　一　様

平成27年９月４日

高砂市議会地方創生総合戦略策定等調査検討特別委員会
委員長　北　野　誠　一　郎
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　また、「合計特殊出生率が国・県の水準を下回る」、「他地域への転出超過」など現状でも人口減少が続い
ている背景には市政・政策の遅れの影響も考えられる。行政としてこれまでの取り組みの反省も必要であ
る。

２．各論
①社会増減「2020年までに転出超過を０とする」について
　転出超過の現状克服の目標は理解するが、若い世代（特に進学・就職・結婚にともなう転出の抑制）に
ターゲットを絞るだけではなく、一定年代以上のＵターン（両親や配偶者の介護による）など幅広い層の
ニーズも想定すべきである。

②自然増減「合計特殊出生率：2020年：1.60」について
　国の長期ビジョンと同じ目標設定となっている。
　まず高砂市の合計特殊出生率の急激な落ち込み（2013年：1.34）に対する原因分析、そして対策が必要
となる。婚姻率の低下、晩婚化の進行など現状を考えると実現は非常に厳しいと言わざるを得ない。

③将来人口の展望「2020年：人口91,000人」について
　91,000人は市の総合計画における将来目標人口「2020年度：95,000人」を大きく下回る。（＊人口ビジョン
は国勢調査ベース、総合計画は住民基本台帳ベース）
　また、市の策定する各種計画（福祉、教育、都市計画、水道…）の推計人口も統一されていない。
　人口ビジョンは高砂市の将来設計の基礎・指標であり、今後、各種計画との整合を図るべきである。

Ⅱ「たかさご未来総合戦略」について

１．総論
　「総合戦略の位置付け」に示されている通り、地方版地方創生総合戦略にあたる「たかさご未来総合戦
略」（以下総合戦略）と「第４次高砂市総合計画」（以下総合計画）は、各々目指す目標、果たすべき役
割・機能は異なるものであり、両者の棲み分けを明確にすべきである。
　ところが、具体的な施策を記した「4総合戦略の施策展開」において、市の施策全般を示す「総合計
画」と同様、既存の施策・事業が並び、総合的なものとなってしまっている。
　「総合戦略」はあくまでも人口減少を克服し、高砂の活力を維持することを目的とした施策の体系とな
るものである。「５年間で重点的に達成すべき施策」「そのために取り組むべき事業」を抽出し、選択と集中
を行いメリハリの利いた計画とし、高砂市の特徴を生かした「身の丈に合った」実現可能な将来設計、持
続可能な都市経営の戦略とすべきである。そのためには過去の慣例や規制にとらわれない柔軟な発想や市
民ニーズに直結した思い切った施策の展開が必要である。

２．2総合戦略の基本的な視点・3総合戦略の政策目標と基本目標について
　人口ビジョンを踏まえ、総合戦略を効果的に実行していくための基本的な方向を示すものとして「今」
「これから」「ずっと」というキーワードを用い、３つの「基本的な視点」が掲げられている。
　また、政策目標として「『夢工房たかさご』魅力ある元気なまちづくり」を掲げているが、市民に対して
その意図（「夢工房たかさご」の意味、まちづくりにつながるストーリー）が伝わりにくい。総論で述べた
意見のとおり、「総合戦略」は具体的な施策の体系として策定すべきであり、「総合計画」のような「抽象
的・観念的」な表現は控えるべきである。

３．4総合戦略の施策展開について
（１）委員会として集約した意見
■施策の達成状況を測る重要業績指標（ＫＰＩ）の設定に、市民意識調査、市民満足度調査などのアン
ケート結果を用いるなど、抽象的で「人の主観」に左右される係数が見受けられる。ＫＰＩには客観的
なデータを設定すべきである。
■ＫＰＩの項目が多すぎ、複雑になっている。地方創生の目標達成を図る項目に絞るなど、整理が必要で
ある。
■具体的な施策を構成する主な取組内容は、現実に即した実現可能な施策にしぼり、未成熟な目標設定は
避けるべきである。
■アクションプラン策定にあたっては、「５年間で重点的に達成すべき施策」「そのために取り組むべき事
業」を抽出し、メリハリをつけるべきである。また、進行管理については、庁内の組織体制を確立する
とともに、審議会、議会との意見調整ができる制度づくりを求める。
■「海岸部に企業・工場群を抱えた阪神・姫路地域のベッドタウン」という、高砂市の特徴を生かしきれ
ず、近年「雇用はあるが、市内に定住しない」という傾向が続いている。この流れを断つために、「福祉
に手厚い」「公共料金が低廉」など伝統的な特徴をアピールする一方で、「子育て支援の充実」や「学力の
向上」などによる「定住を促進するための市のイメージアップ」が必要である。
■定住促進には、良好な住宅地の確保が重要な要素を占める。民間業者の無秩序な宅地開発に任せるので
はなく、都市計画マスタープランの改正に合わせて、市の主体的な取り組みを強く求める。
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議会だより
Topics

日　　程／平成27年７月２日・３日
　今回の視察は２か所とも従来の「お役所で職員さんから説明を受ける行政視察」ではありませんでし
た。いずれも強力なリーダーシップのもと、長年にわたって住民が主体となって積極的に事業を展開する
ことで成功に結び付けた、全国的にも有名な事例です。
　説明いただいた理事長お二人の情熱、指導力に圧倒された２日間でした。

■高松丸亀町商店街の再開発について（香川県高松市）
　近年、人口減少や高齢化、モータリゼーションの進展に伴う郊外の大型商業施設の建設などにより、中
心市街地・商店街の衰退や空洞化が深刻な問題となっています。
　こうした中で、高松市内中心部の丸亀町商店街では、「人が住み、人
が集うまち」を目指して、民間主導での再開発事業が積極的に展開され
ています。
　地方創生の先行事例として、まちづくり会社による定期借地権を活用
した再開発の仕組み（「土地の所有と利用の分離」）、商店街の上層階で
の医療施設や高齢者向賃貸住宅の導入など、民間主導ならではのユニー
クな発想による思い切った事業展開について、高松丸亀町商店街振興組
合の古川理事長にお話を伺いました。

■サテライトオフィス等について（徳島県神山町）
　都市部への人口流出、過疎化が深刻な問題であった山村地域の徳島県神山町では、長年にわたってNPO
法人グリーンバレーが中心となって、サテライトオフィス（古民家を都市のIT企業等に貸し出す）・ワー
クインレジデンス（仕事を持った移住者や企業者の誘致）・神山塾（職業訓練・後継人材の育成）など「神
山プロジェクト」に取り組みました。
　その結果、平成23年度には社会動態人口がプラスに転じる、ITベン
チャー企業等が相次ぎサテライトオフィスを設置するなど「過疎の町で
起こった“２つの異変”」を達成されました。
　全国でも注目を集めている「地方創生『神山モデル』」について中心
的存在であるNPO法人グリーンバレーの大南理事長にご説明いただきま
した。

日　　程／平成27年８月26日
■シティプロモーションについて（兵庫県尼崎市）
　全国に先駆け、「まちの魅力を増進すること」とそれを「戦略的・効果的に発進する」『尼崎版シティプ
ロモーション』に取り組んでいる尼崎市を訪問しました。

地方創生総合戦略策定等調査検討特別委員会　行政視察報告

　（…ex明姫幹線南地区のまちづくり、高砂町の再開発など）
■政策の選択にあたっては、これまでの事業にみられた補助金・交付金だのみの「しごとの創出」からの
脱却が必要である。国の政策５原則でも明らかなように、自立性（地域・企業・個人の自立に直接つな
がる）や結果重視（プロセスよりも結果を重視する）が求められる。
■観光力の強化については、無理に背伸びして観光産業化を目指すのではなく、市民の誇りとしての地域
資源の整備という観点から、実現可能な目標設定とすべきである。
■「若者施策の充実」を重視した姿勢は評価する。取り組みに際しては、「若者支援室（仮称）」の新設な
ど施策の実現に対応する所管部局の早期設置が必要と考える。

（２）各委員からの個別の意見は以下の通り
■情報発信の拠点として道の駅・海の駅を検討すべきである。
■「エネルギー産業」「ふるさと住民票」「多様な家族」といった先進的な概念を導入すべきである。
■就学前教育について、３歳児保育の取り組みを早急に行うなど一層の充実を図るべきである。
■地方創生は、「人口減少社会」・「自治体消滅論」を前面に打ち出し、地方自治体に危機感を抱かせ、連携
中枢都市圏など、行政サービスのさらなる選択と集中の推進を促すものである。これは高齢化地域や過
疎地域の切り捨てにも繋がりかねない。アベノミクスの地域版ではなく「地域が自主的かつ主体的に、
夢を持って前向きに取り組む」内発的な地域施策が必要である。

16第184号　2015（平成27）年11月　高砂市議会だより
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